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BIMソリューション

BIMは環境建築でもメリットを発揮する
オートデスク

◆ BIMをいち早く提唱した
　オートデスク社

BIM（Building Information Modeling）の概念

は、もともと2002 年にオートデスクが提唱した

ことが始まりですが、当社の副社長フィル・バー

ンスタインが2005年の AIA（米国建築家協会）

全国大会で、IT活用による建設プロセスの革新

の理念を提唱したことで BIM の思想が広がり始

めました。意匠・構造・設備の各段階の設計情

報を3次元モデルデータで一元的に管理運用し、

将来的には維持管理にも活用することで、建設の

すべてのプロセスにおいてコストと時間の合理

化を可能にするのが BIMの最大の狙いでありメ

リットです。

米国では IP（インテグレーテッド・プラクティ

ス）による設計と施工の合理化を目指す建築手

法からスタートし、現在は IPの運用方法を定め

たトータルな IPD（インテグレーテッド・プロ

ジェクト・デリバリー）が主要テーマになってい

ます。根底には設計変更やランニングコスト等

でムダを出さないために、CM（コンストラク

ション・マネジメント）と設計者がオーナーの

下で早い段階から協働する IPの考えと、設計の

より早い段階で設計内容を固めるフロントロー

ディングに BIMを活用することで、3者がとも

に適正な利益を生み出す環境を作ることにあり

ます。

フロントローディングは建設とランニングの両

面でオーナーにとってコストダウンの大きなメ

リットがあり、米国で BIMが急速に普及してい

る1つの要因になっていますが、それを可能にし

ているのが BIMの3次元モデルのわかりやすさ

です。従来の2次元データに比べ、3次元の VR

モデルデータなら専門知識のないオーナーにと

っても理解しやすく、管理ツールとしての利便性

も高いため、プロジェクト受注の大きな武器にな

ってきています。

◆「TPMs」と
　当社の BIMのベクトルは同じ

こうした建築のライフサイクルにおける多くの

メリットや有用性をいち早く捉え、日本において

BIMに最も先進的に取り組まれているのが前田

建設工業様です。同社は、設計から施工、さらに

は維持管理までを担う立場として、BIMのコン

セプトを先取りした考えを早期に体系化し、3次

元ツールによる一元管理をきっかけに、「TPMs」

という独自のシステムを構築されました。

この「TPMs」と当社の BIMのコンセプトには多

くの共通点があり、ベクトルが同じであることか

ら、前田建設工業様には弊社の BIM関連アプリ

ケーションを総合的に利用いただくために様々

な検討を行っています。たとえば「Autodesk 

Buzzsaw（バズソー）」というWEB系のストレ

ージサーバーで、設計データを一元管理するイン

フラを全社的に展開し、「Autodesk Revit（レ

ビット）」を3次元統合モデル作成のデザインツ

ールとして検証されています。オートデスクは

今後も、構造と設備に特化したツールによる、

意匠・構造・設備3つのカテゴリーをリンクし

て一元管理できる大きなメリットをご提供する

ともに、構造解析や環境シミュレーションなどへ

の展開も支援してまいります。また、建設業界で

事実上のデファクトスタンダードとなる当社の

「AutoCAD」も多数活用いただいており、2次

元と3次元を融合した設計環境の提供で、BIM

のさまざまな提案を積極的に行えると考えてい

ます。

◆ BIMの活用で
　設計行為はより楽しくなる

米国では GSA（連邦調達庁）が、政府管理の建

物についてすべて BIMデータでの納品を義務づ

けたことにより、BIMが飛躍的に普及した経緯

があります。日本では設計は2次元 CAD、プレ

ゼンは3次元ツールというのがまだ主流ですが、

一方で BIMのメリットが理解されはじめ、BIM

の活用に積極的に取り組まれる設計者や組織が

確実に増えてきています。

とくに環境に配慮した建築に大きな関心を寄せ

る設計者は、従来のように設計後に設備の環境評

価を行うのではなく、設計初期段階に３次元モデ

ルのシミュレーションで環境評価できる BIMこ

そが、CASBBE（環境性能評価システム）をは

じめこれからの時代の環境建築の基準に最適な

設計ツールであると高く評価しています。こう

した設計者の方々は、2次元ではできなかったこ

とが3次元設計なら可能になる、それなら今ある

3次元ツールで何ができるかを考えるのが特長で

す。また、組織設計のなかには、こうした考えか

らトップダウンで BIMの活用を全社的に推進す

る動きもあります。

従来の設計は製図に多くの時間を費やしてきま

したが、BIMなら3次元で設計しながら時間と

コストも削減し、同時に建築全体を把握すること

もできる。「BIMツールを使えば設計行為はもっ

と楽しくなる」が浸透すれば、日本でも BIMは

より普及するものと考えています。
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